
桶川市立桶川小学校 

＜調査の結果をご覧になる方へ＞ 

各小・中学校では、全国及び埼玉県学力・学習状況調査の結

果を、一つの資料として児童生徒一人一人の学習状況と、学校

全体の学習への取組状況等を把握しています。また、学力の経

年変化等、学校全体で情報を共有するとともに、調査結果の分

析を通して自校の取組の成果と課題を明らかにしています。さ

らに、その分析に基づき、課題解決のための「学力向上プラン」

を点検し、児童生徒の学力向上に係る取組の改善を図っており

ます。 

今後、成果を上げたと考えられる取組を校内でも共有し、さらなる児童生徒一人一人の学力向

上に努めてまいります。 

また、調査の結果とその分析、学力向上に係る取組を、保護者及び地域の皆様にお知らせし、

情報を共有することを通して、学校の状況をより深く知っていただき、家庭での学習にも生かし

ていただくことが、児童生徒の学力向上につながると考えます。 

調査の結果をお知らせするにあたり、本結果をご覧になる方々には、以下の点にご留意くださ

いますようお願いいたします。 

（１）各調査の目的等について、ご理解くださるようお願いいたします。 

（２）埼玉県学力・学習状況調査は、特に児童の伸びを見ることができる調査となっております。

平均正答率等の数値だけではなく、学校で分析した結果や学力向上プランをはじめとする学

校の取組とあわせてご覧ください。 

（３）本調査で測れるのは、①調査対象の教科等学力の特定の一部分であること、②学校におけ

る教育活動の一側面であることをご理解ください。 

＜全国学力・学習状況調査の概要＞ 

 ※「令和３年度 全国学力・学習状況調査に関する実施要領」（文部科学省）より抜粋 

１ 調査の目的 

◇義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況

を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

◇学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

◇以上のような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

２ 調査対象 

小学校第６学年、原則として全児童 

３ 調査実施日 

 令和３年５月２７日（木） 

 

 

 



 

４ 調査の内容 

 

教
科
に
関
す
る
調
査 

（
国
語
、
算
数
） 

・小学校調査は、国語及び算数とする。 

・出題範囲は、調査する学年の前学年までに含まれる指導事項を原則とし、出題内 

容は、それぞれの学年・教科に関し、以下のとおりとする。 

①身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生活

において不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・

技能等 

②知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のための

構想を立て実践し評価・改善する力等に関わる内容 

・調査問題では、上記①と②を一体的に問うこととする。出題形式については、国語

及び算数においては、記述式の問題を一定割合で導入する。 

【小学校 国語・算数 各４５分】 

生
活
習
慣
や
学
習
環
境
等 

に
関
す
る
質
問
紙
調
査 

児童生徒に対する調査 学校に対する調査 

学習意欲、学習方法、学習環境、生活の

諸側面等に関する調査 

（例）将来の夢や目標の有無、起床・就寝時間、ICT

の利用状況、読書時間，家庭学習の状況など 

指導方法に関する取組や人的・物的な

教育条件の整備の状況等に関する調査 

（例）学力向上に向けた取組，指導方法の工夫，教

育の情報化，教員研修，家庭・地域との連携の状況

など 

【２０分程度】  

 

 
小学校      

＜教科に関する調査＞     は全国平均正答率を上回ったもの  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語  

学習指導要領の領域等 設問数 本校平均正答率（％） 県平均正答率（％） 全国平均正答率（％） 

話すこと・聞くこと 3 78.9 77.5 77.8 

書くこと 2 76.2 61.6 60.7 

読むこと 3 61.8 46.8 47.2 

言葉の特徴や使い方に関する事項 6 70.1 68.9 68.3 

算数  

学習指導要領の領域 設問数 本校平均正答率（％） 県平均正答率（％） 全国平均正答率（％） 

数と計算 4 68.9 61.2 63.1 

図形 3 59.8 54.8 57.9 

測定 3 80.5 72.5 74.8 

変化と関係 3 78.5 75.8 75.9 

データの活用 5 83.7 76.2 76.0 



＜児童への質問紙調査＞（主なものをグラフで表示） 

 

自分には良いところがあると思いますか。 
 

 

 

 理科の勉強は大切だと思いますか。  

 

 

自分の思っていることや感じていることをきちんと言葉で表すことができますか。 

 

 

 

 

 

国語の勉強は好きですか。  

 

 
           

算数の勉強は好きですか。 
  

 

 

 
 
 
将来に夢や目標を持っていますか。 

 

 

 

※                   

 

 

家で自分で計画を立てて勉強をしていますか。（学校の授業の予習や復習を含む） 
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今住んでいる地域の行事に参加していますか。 

 

 

 

 

 

 

 

友達と話し合うとき，友達の話や意見を最後まで聞くことができていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルスの感染拡大で多くの学校が休校していた期間中，勉強について不安を感

じましたか。 
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＜国 語＞ 

【領域別】  

本校は各領域において、全ての領域において全国平均を上回る結果となっています。しかし、「話す

こと・聞くこと」「言葉の特徴や使い方に関する事項」に関しては、他の領域に比べると正答率が低

いものもあるため、問題によっては課題が見られます。 

【問題 １ 設問番号 一】 

 上野さんは、【スピーチメモ】を作り、【ス

ピーチ】の練習をしています。業績を明確に

伝えるために、上野さんはどのような構成で

話していますか。その説明として最も適切な

ものを、次の１から４までの中から一つ選ん

で、その番号を書きましょう。 

 

１事実と感想とを区別できるように、 ［中］

で業績、 ［終わり］で自分の感想を話して

いる。 

２感想を印象づけられるように、 ［はじめ］

と［終わり］で自分の感想を話している。 

３二つの事実を区別できるように、 ［はじ

め］で一つの業績、 ［中］でもう一つの業

績を話している。 

４事実と感想とを関連づけられるように、 

［中］で二つの業績と自分の感想の両方を

話している。 

 

正答 １ 

＜分析と課題＞ 

「話すこと・聞くこと」の、目的に応じ，話

の内容が明確になるようにスピーチの構成を

考えることができるかどうかをみる問題です。 

上野さんは，津田梅子の業績を明確に伝える

ための構成を考えています。その上野さんの目

的を踏まえ、【スピーチメモ】 【スピーチ】 と 

の練習から、事実である二つの業績と自分の感

想とを区別して話す構成であることを捉える

必要があります。 

普段の授業から話の内容が明確になるよう

に、事実と感想、意見とを区別するなど、話の

構成を考える指導を重点的に行っていきます。 

【問題 ３ 設問番号 三（１）】 

丸山さんは、【文章の下書き】を読み返して

います。次の（1）と（2）の問いに答えましょ

う。 

 

（１）丸山さんは、習っている漢字がひらが

なになっていた――部ア、ウ、エを漢字に

書き直すことにしました。 

 

次の――部ウを漢字でていねいに書きまし

ょう。 

 

また、遊具置き場では、一輪車や竹馬が決

められた所に置かれず、すみの方につみ重ね

られています。 

 

正答 積（み） 

＜分析と課題＞ 

「言葉の特徴や使い方に関する事項」の、学年

別漢字配当表に記されている漢字を文の中で正

しく使うことができるかどうかをみる問題です。 

文や文章の中で、漢字を正しく使うことに課題

が見られます。他の問題に比べ、無回答率が高か

ったり、正答率が低かったりしたことから、知識

の定着が図れていないことが考えられます。 

日々の漢字練習や漢字小テストの取り組む機

会を増やし、漢字の習得に繋げていきたいと考え

ます。 

 

 
 

 
 
 

 



＜算 数＞ 

【領域別】 

本校は各領域において、全ての領域において全国平均を上回る結果となっています。しかし、「図

形」に関しては、他の領域に比べると正答率が低いものもあるため、問題によっては課題が見ら

れます。 

【問題 ２ 設問番号（１）】 

正答        

【式】３×４÷２ 

【答え】６（㎠） 

＜分析と課題＞ 

三角形の面積の求め方について理解している

かどうかをみる問題です。 

三角形の底辺や高さの関係の理解を確実にし

たり、求積のためにどの部分の長さを測る必要

があるかを考えたりすることで、基本図形の面

積を求める公式の理解を深め、活用できるよう

にすることが大切です。 

設問では、直角三角形の面積を求めるために、

底辺と高さを捉えることが必要になります。 

本校児童の傾向として、３×５×４または３

×５×４÷２の回答が見られました。高さや底

辺を捉えきれていない児童がいることが分かり

ました。面積を求める公式の理解を深めると共

に、どの部分の長さが何にあたるのかを捉えら

れるよう、教材教具の工夫、授業改善に力を入れ

ていきます。 

 

 

 

【問題 ３ 設問番号（３）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答 
 

正答 ② 

＜分析と課題＞ 

 データを二次元の表に分類整理することが

できるかどうかをみる問題です。 

 本校では、かなり良好な結果が得られまし

た。これは、日々の授業で数学的な考えを大

切にし、数の意味を考えさせる指導を繰り返

し行ってきた成果だと考えられます。また、

自力解決の場面で複数の考えをもって回答す

る習慣をつけてきたことも全国平均、埼玉県

平均値を上回った要因に挙げられます。 



＜質問紙調査から＞ 

 

（7）将来の夢や目標を持っていますか。 

本校…85.4％ 埼玉県…81.4％ 全国…80.3％ 

 

 

 

 

上記の質問に対して持っていると答えた児童

の割合が多かった要因としては、各行事に対し

て自分なりの目標を持たせて活動に臨ませてい

ることが大きいと考えます。また、キャリアパ

スポートを書き、確認する作業を行事や学期の

節目ごとに設定していることも児童の意識を向

上させていると考えられます。 

 

（17）家で自分で計画を立てて勉強をしていま

すか。 

 本校…84.2％ 埼玉県…76.1％ 全国…74.2％ 

 

 

 

 

本校で取り組んでいる家庭学習キャンペーン

の効果が着実に表れたものと言えます。学期に

一度、短縮日課の一週間に各学年で決められた

時間、自分で計画を経て学習に取り組みます。 

この取り組みは、令和３年度で４年目になり、

保護者アンケートからも児童の学習計画力の向

上が図られていることが伺えました。 

 

（36）友達と話し合うとき、友達の話や意見を

最後まで聞くことができますか。 

 本校…96.4％ 埼玉県…95.3％ 全国…85.5％ 

 

 

 

 

 本校では、令和元・２・３年度に学校課題研

究として国語科で「自分の考えをもち生き生き

と交流する児童の育成」を目指し、「伝えたい」

を高める授業づくりを進めてきました。研究の

一環として受容的な態度で友達の話や意見を聞

く姿勢の向上に取り組んできた結果が表れてい

ると考えられます。 

 

（64）新型コロナウイルスの感染拡大で多くの

学校が休校していた期間中、勉強について

不安を感じましたか。 

 本校…77.4％ 埼玉県…54.3％ 全国…65.2％ 

 

 

 

 

 新型コロナウイルスに対する不安が全国や埼

玉県の児童より大きいことが伺えます。本校で

は、不安を解消するために「桶っ子命を守る５

つのやくそく」を決め、全職員で指導を行って

います。①かならずマスクをします②せっけん

でよく手を洗います③友だちとは１メートルは

なれて話します④ちょうしが悪いときはすぐに

先生に言います⑤友だちのいやがることは、ぜ

ったいしません 

 上記の内容を徹底していくことで児童が安心

して登校できる安全な学校を目指しています。 

 

  

桶川小 

桶川小 

桶川小 

桶川小 



＜埼玉県学力・学習状況調査の概要＞ 

 ※「令和３年度埼玉県学力・学習状況調査（調査の概要）」（埼玉県教育委員会より抜粋) 

１ 調査の目的 

２ 調査対象 

小学校第４・５・６学年 原則として全児童 

３ 調査実施日 

 令和３年５月１２日（水） 

４ 調査の内容 

（１）教科に関する調査 

 小学校第４学年から第６学年まで  国語、算数 

 ※ 学習指導要領に示された内容のうち調査する各学年の前の学年までの内容 

（２）質問紙調査 

 学習意欲、学習方法及び生活習慣等に関する事項 

 

 

＜教科に関する調査＞     は県平均正答率を上回ったもの  

※学力の伸びた児童の割合…前年度から学力が伸びた児童の全体に対する割合  

↑↑↑↑↑＝８０％以上、↑↑↑↑＝７０％以上８０％未満、↑↑↑＝６０％以上７０％未満、↑↑＝５０％以上６０％未満、↑＝５０％未満 
 

国語 第４学年 第５学年 第６学年 

教科の領域等 設問数 本校平均正答率 県の平均正答率 設問数 本校平均正答率 県の平均正答率 設問数 本校平均正答率 県の平均正答率 

言葉の特徴や使い方 12 76.2 71.6 13 63.4 58.0 14 61.6 61.6 

情報の扱い方、我が国の言語文化 5 76.6 67.9 4 60.6 60.1 3 73.6 72.7 

話すこと・聞くこと・書くこと 5 28.4 29.3 4 43.6 40.6 4 49.1 43.9 

読むこと 4 44.3 41.1 9 63.7 60.3 9 62.5 55.8 

※学力の伸びた児童の割合     ↑↑↑↑ ↑↑↑↑  ↑↑↑ ↑↑↑↑ 

 

算数 第４学年 第５学年 第６学年 

教科の領域等 設問数 本校平均正答率 県の平均正答率 設問数 本校平均正答率 県の平均正答率 設問数 本校平均正答率 県の平均正答率 

数と計算 12 73.7 72.2 13 70.9 65.0 12 66.5 63.1 

図形 6 61.2 58.3 6 67.9 60.4 7 68.3 62.3 

測定 6 74.0 71.6 7 61.7 61.2 6 70.9 64.2 

データの活用 6 76.3 75.2 6 60.4 56.1 7 55.6 53.1 

※学力の伸びた児童の割合     ↑↑↑↑ ↑↑↑↑↑  ↑↑↑↑↑ ↑↑↑↑↑ 

 
 
 

本県の児童生徒の学力や学習に関する事項等を把握することで、教育施策や指導の工夫改善

を図り、児童生徒一人一人の学力を確実に伸ばす教育を推進する。 

参考：【埼玉県学力・学習状況調査】埼玉県教育委員会ホームページ（新規ウィンドウを開きます） 

https://www.pref.saitama.lg.jp/f2214/gakutyou/20150605.html 

https://www.pref.saitama.lg.jp/f2214/gakutyou/20150605.html
https://www.pref.saitama.lg.jp/f2214/gakutyou/20150605.html


＜児童への質問紙調査＞（主な結果：「規律ある態度」に関する項目の結果） 

 ※ 達成率：「できる」（「よくできる」「だいたいできる」の合計）と回答した割合 

   上段：本校の達成率、下段：県の達成率、     は８０％以上        （％） 

内容 項目 第４学年 第５学年 第６学年 

○
け
じ
め
あ
る
生
活
が
で
き
る 

１ 時刻を守る 

 

① 登校時刻 
92.0 99.2 95.2 

91.1 94.0 94.6 

② 授業の開始時刻 
84.0 96.2 94.6 

90.5 93.2 94.8 

２ 身の回りの整理整頓をする 

 

③ 靴そろえ 
80.0 84.9 80.5 

84.8 86.0 88.9 

④ 整理整頓 
76.0 80.2 68.3 

83.8 83.4 84.3 

○
礼
儀
正
し
く
人
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
る 

３ 進んであいさつや返事をする 

 

⑤ あいさつ 
75.0 77.4 82.9 

81.4 80.2 80.8 

⑥ 返事 
84.0 93.4 89.0 

90.7 88.5 88.4 

４ ていねいな言葉づかいを身に付ける 

 

⑦ ていねいな言葉づかい 
85.0 87.7 90.3 

87.4 86.6 88.0 

⑧ やさしい言葉づかい 
90.0 88.7 79.3 

85.1 83.9 83.9 

○
約
束
や
き
ま
り
を
守
る
こ
と
が
で
き
る 

５ 学習のきまりを守る 

 

⑨ 学習準備 
84.0 92.5 90.2 

80.9 85.2 85.9 

⑩ 話を聞き発表する 
74.0 74.5 70.7 

81.3 75.4 74.5 

６ 生活のきまりを守る 

 

⑪ 集団の場での態度 
83.0 87.8 82.9 

85.2 85.3 85.8 

⑫ 掃除・美化活動 
91.0 91.5 86.6 

91.1 89.5 87.7 

 

 

 



 

 

 

授業における取組 
 ☆■個に応じた指導を充実させます 
学力学習状況調査の結果から、今まで行ってきた個に応じた指導によって、各学力層

の学力の伸びを保証できたことがわかりました。 
（１）全学年ティーム・ティーチング（二人以上で指導する方法）・３年生以上では、少

人数指導（1 クラスの人数を少なくして指導する方法）を主に算数科の指導にお
いて積極的に活用し、きめ細やかな指導をします。 

（２）高学年の算数科では、新しい単元に入る前にレディネステストを行い、児童の既
習事項の理解度を確認してから指導します。 

（３）全ての子供に、既習事項と関連させた課題解決に向けた自分のなりの考え（見通
し）をもたせられるように、指導していきます。 

（４）授業の終わりに「振り返り」の時間を必ずとり、自分の考えの変容や成長を確認
したり、新たな問いや疑問をもったりすることができるようにします。 

 
授業以外での取組 
☆家庭学習の取組を継続して行います（家庭学習プラン） 
全国及び埼玉県学力学習状況調査の質問紙調査の結果より、本校の児童は家庭学習の

習慣が身に着いていることがわかりました。昨年度まで行ってきた家庭学習の取組を今
年度も継続していきます。 
（１）保護者の方々にご協力いただき、児童の家庭学習の機会を作り出し、家庭におけ

る学習習慣を身に付けさせます。 
（２）家庭学習の目安と取り組み方を提示し、宿題＋自主学習に取り組みます。 
（３）学校と保護者とがサインやコメントで連絡を取り合いながら行う家庭学習（家庭

学習キャンペーン）を学期に 1 回ずつ 1 週間行う取組を推進します。 
（２～６年生…年に３回、１年…２学期より年に２回） 

■児童の基礎・基本の力を伸ばすため、業前の時間を活用し継続して取り組みます 
（１）全国及び埼玉県学力学習状況調査の復習のプリントを行い、国語と算数の基礎を

培います。（学習タイム） 
（２）４分間走（５月～１２月）・短縄跳び４分間（１月～３月）の後、３分間のクラス

ごとの長縄に年間を通して継続して取り組むことで、運動の楽しさを味わわせる
とともに、体力の向上を図ります。（体力タイム） 

（３）語彙を増やすために「ことば博士」のプリントに取り組んだり、国語の力をつけ
るためのプリントに取り組んだりすることで、伝えるための基礎となる国語力の
向上を図ります。 

（国語タイム） 
 
 
☆…成果を上げたと考えられる取組 ■…課題を解決するための取組 
 
 
 
 

 
 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

 

日頃から桶川小学校の教育活動に、ご協力、ご支援いただきありがとうございま
す。 本校の児童は、全国学力・学習状況調査、埼玉県学力・学習状況調査ともに全
国平均、県平均の値を上回っております。この結果は、喜ばしい結果であります。し
かし、同時に教師として身の引き締まる思いもあります。また、この結果をさらに向
上できるよう、職員一同の授業力向上に努めていく所存です。 
学力向上は学校だけでなく、家庭・地域の連携のもと学んだことを確認したり、生

かしたりする場が確保されることで実現します。そのため、学校から発信する各種の
お手紙や課題として取り組んだものに目を通していただき、 学習内容をお子さんと

確認していただけると助かります。これからも本校の教育活動にご理解いただき、ご
協力・ご支援をよろしくお願いいたします。  

 
☆家庭生活において  
① 規則正しい生活習慣を身に付けさせましょう。  
・早ね、早起き、朝ごはん  

・時間の使い方（ゲーム・テレビ等）を家庭でのルールとして決めてください。  
② 家庭学習に取り組ませましょう。  
・１年生…２０分 ２年生…３０分 ３年生…４０分 ４年生…５０分 
 ５・６年生…６０分 

 ③ 持ち物を準備させましょう。（忘れ物をなくしましょう。）  

・授業で必要なものをしっかり用意することが学習の一歩です。忘れ物をな
くすために 家庭で声かけをよろしくお願いします。 

 

 


